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　はじめに

リュウグウノツカイ Regalecus russellii (Cuvier, 

1816)は体長 5.5 m以上に成長する，アカマンボ

ウ目リュウグウノツカイ科リュウグウノツカイ属

の 1種である．リュウグウノツカイ属魚類は長ら

く分類学的に混乱していたが，Roberts (2012)に

より詳細な分類学的検討がなされ，リュウグウノ

ツカイ R. russelliiと Regalecus glesne Ascanius, 1772

の少なくとも 2種が含まれることが明らかにされ

ている．リュウグウノツカイは主に沖合の中深層

に生息するが（Roberts, 2012；林，2013），稀に

沿岸域で漁獲される，海岸に打ち上げられるなど

することがあり，そうした際にはその大きさや独

特の外見により新聞などに取り上げられることも

多い（例えば田中，2002；読売新聞，2016）．し

かし，リュウグウノツカイの日本における記録は

多く，北海道から九州南岸にかけての太平洋，日

本海・東シナ海沿岸，および琉球列島の広域から

報告されている（林，2013）．

2018年 4月 23日，奄美大島の瀬戸内町久慈近

海の水面直下においてリュウグウノツカイ 1個体

が採集された．本種は鹿児島県においても多数記

録されているが，そのほとんどは県本土からのも

のであり，本標本は薩南諸島におけるリュウグウ

ノツカイの標本に基づく初めての記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は崎山・瀬能（2012）にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，体各部の計測はノ

ギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．リュウグ

ウノツカイの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮

影された奄美大島産標本（KAUM–I. 114808）の

カラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館に

保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている．本報告中で用い

られている研究機関略号は以下の通り：BSKU（高

知大学理学部海洋生物学教室）；KAUM（鹿児島

大学総合研究博物館）．

　結果と考察

Regalecus russellii (Cuvier, 1816)

リュウグウノツカイ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 114808，体長 236.7 mm．鹿児

島県奄美大島瀬戸内町久慈（28°12′N, 129°15′E），

水面直下（採集地点の水深 5 m），2018年 4月 23日，

タモ網，塩澤　聡．

記載　背鰭鰭条数 V-I, 352；胸鰭軟条数 13；腹

鰭鰭条数 I；尾鰭軟条数 4；鰓耙数 10 + 39 = 49；

鰓条骨数 4．

体各部の体長に対する割合（%）：肛門前長

27.4；腹鰭前長 6.7；背鰭前長 3.0；頭長 5.8；吻

長 1.1；眼径 1.5；眼後長 3.6；上顎長 1.7；眼下高

0.3；頬部高 1.6；眼隔域幅 1.0；頭高 4.1；肛門に

奄美大島から得られたリュウグウノツカイ
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おける体高 2.4；肛門における側線上方体高 1.4；

肛門における側線下方体高 1.0；第 17背鰭軟条長

3.8；第 38背鰭軟条長 2.8；第 48背鰭軟条長 2.7；

第 67背鰭軟条長 2.2；第 110背鰭軟条長 1.7；第

145背鰭軟条長 1.6；第 171背鰭軟条長 1.5；第

184背鰭軟条長 1.5；胸鰭基底長 0.6；胸鰭長 1.5；

腹鰭長 24.7．

体は強く側扁し，著しく細長く伸長し，リボ

ン状を呈する．背鰭各棘は著しく長く伸長し，フィ

ラメント状を呈する．体背縁は吻端から瞳孔先端

直上付近まで急峻にせり上がり，そこから尾鰭基

底上端にかけて極めて緩やかに下降する．体腹縁

は吻端から上顎後端直下付近まで急に下降し，そ

こから尾鰭基底下端まではほぼ直線状を呈し，体

軸とほぼ平行．背鰭起部は眼の先端よりも後方，

瞳孔前縁よりも前方に位置する．背鰭棘は第 1棘

から第 5棘までは互いに近接し，第 6棘のみ，第

5棘と背鰭軟条部のいずれともやや離れて位置す

る．背鰭棘はいずれもほぼ同じ太さであるが，第

5棘のみ，12個のこぶ状の膨らみを有する．胸鰭

基底先端は鰓蓋後端よりも前方，背鰭第 12軟条

起部直下，上顎先端よりもわずかに下方に位置す

る．胸鰭基底は前後方向に長い．胸鰭基底後端は

背鰭第 16軟条起部直下，胸鰭基底先端とほぼ同

じ高さに位置する．胸鰭後端はわずかに尖る．胸

鰭は上方を向く．腹鰭はフィラメント状を呈し，

著しく長く伸長する．腹鰭後部は上方に湾曲する．

腹鰭前部には 3つの皮弁がある．尾鰭軟条は 4本

で，いずれも糸状に著しく長く伸長する．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に銀白色を呈

する．背鰭各棘，腹鰭，および尾鰭各軟条は赤色．

胸鰭と背鰭の各軟条は白色半透明．

分布　アフリカ南岸，南シナ海から日本沿岸

にかけての西太平洋，オーストラリア北西岸，

ニューギニア島北岸，東太平洋，大西洋に広く分

布する（Roberts, 2012；瀬能，2018）．日本国内

においては北海道から九州南岸にかけての日本

海・東シナ海，太平洋沿岸，奄美大島，沖縄島，

および西表島から記録されている（林，2013；瀬

能，2018；本研究）．

備考　奄美大島産の標本は，背鰭棘が著しく

伸長すること，腹鰭がフィラメント状を呈し，長

Fig. 1. Fresh specimen of Regalecus russellii from Amami-oshima island, Amami Islands, Satsunan Islands, Kagoshima Prefecture, Japan 
(KAUM–I. 114808, 236.7 mm standard length).
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く伸長すること，胸鰭が 13軟条であること，胸

鰭基底が前後方向に長く，鰭が上方を向くこと，

尾鰭が 4軟条で，各軟条が著しく伸長すること，

体が細長いこと，臀鰭がないことなどが，Roberts 

(2012)によって定義された Regalecus属に同定さ

れた．さらに本標本は，背鰭軟条数が 352である

こと，総鰓耙数が 49であること，背鰭棘が 5本

あり，その後方に他の棘や軟条と鰭膜と連続しな

い 1本の遊離棘があることなどが，Roberts (2012)

によって報告された R. russelliiの標徴とよく一致

したため，本種に同定された．

リュウグウノツカイは唯一の同属種である

Regalecus glesne Ascanius, 1772とは背鰭軟条数が

少なく，333–371（R. glesneでは 414–449）であ

ること，総鰓耙数が多く，47–60（33–47）である

こと，背鰭前部に 3–6本（6–8本）の棘があり，

その後方に，鰭膜で連続しない 1本（5–11本）

の遊離棘があることによって識別される（Roberts, 

2012）．

リュウグウノツカイは古くから日本各地から

報告されており，1247年に出版された「吾妻鏡」

においても陸奥国津軽（現在の青森県津軽）に漂

着した旨が記されていることが知られている（西

村，1962）．その後，20世紀以前には陸奥湾，若

狭国乙見村（現福井県大飯郡高浜町），玄界灘な

ど日本各地から報告されている（西村，1962）．

Jordan et al. (1913)は R. russelliiの和名をリュウ

グウノツカイとした．しかし，彼らは同時に，シ

マガツオ科の 1種，Centropholis petersi Hilgendorf, 

1878［現在は Pterycombus petersiiとされている

（Mead, 1972）］の和名もリュウグウノツカイとし

ており，2種の混同を防ぐため，後年，岡田・松

原（1938）によって Pterycombus petersiiの和名は

リュウグウノヒメに変更された．その後，リュウ

グウノツカイは新潟県佐渡島，村上市，新潟市，

長岡市，柏崎市，糸魚川市（本間，1973；本間ほ

か，2011），敦賀湾（安田・今，1966），兵庫県浜

坂町沖（鈴木ほか，2000; Shinohara et al., 2011; 

Roberts, 2012），島根県出雲市大社町，小伊津町（山

口，2011），鳥取県岩美町沖，浜田市沖，隠岐の

島西方（森，1956），山口県大津郡日置町（小林

ほか，2006），萩市（田中，1950），深川湾竹の子

島（河野ほか，2011），佐賀県唐津市神集島（田中，

2002），東松浦郡鎮西町（現唐津市鎮西町），長崎

県対馬，五島列島（甲斐，1986），北海道室蘭（山

田ほか，2007），岩手県普代村（朝日田，1992），

千葉県九十九里浜（西村，1962），館山湾（Roberts, 

2012），東京湾湾口部沖ノ瀬（Roberts, 2012），神

奈川県小田原市米神沖（崎山・瀬能，2011），静

岡県庵原郡由比町（現静岡市由比町），三保半島（塩

原，1991），大瀬崎（瀬能・峯水，2003），三重県

度合郡南島町（現南伊勢町）贄浦（鈴木・片岡，

1997），高知県室戸岬（Roberts, 2012），吉川沖（尼

岡，1997），愛媛県八幡浜沖（Roberts, 2012），沖

縄島真栄田岬（瀬能・峯水，2003），および西表

島白浜（河野，1984）など日本各地から報告され

た．なお，尼岡（1997）によって報告された高知

県産の個体（BSKU 39999，全長 3.94 m）は，

Roberts (2012)において Regalecus russelliiのネオ

タイプに指定された．

リュウグウノツカイは鹿児島県内においても

多数報告されている．濱名（1932）は 1932年 3

月 3日に鹿児島市の鹿児島県立商船水産学校前に

漂着した体長 540 cmの大型魚をその図とともに

名前を記さずに報告したが，背鰭前部と腹鰭が著

しく伸長することから，これはリュウグウノツカ

イと思われる．その後，1960年には5–6回にわたっ

てリュウグウノツカイが鹿児島湾内に出現したこ

とが報告され（今井・中原，1964），10月 16日

と 11月 17日に垂水市牛根において 1個体ずつ，

弱って海岸近くを漂流するメスの個体が得られ

た．また，1981年 1月 21日には垂水市中俣下園

海岸に体長 3.8 mのオスの個体が打ち上げられ，

この個体は鹿児島県立博物館に標本として収蔵さ

れている（井手口，1992）．

21世紀以降も，リュウグウノツカイは鹿児島

県内から多く報告されている．2005年 5月 19日

には南大隅町大浜において，全長約 3 mの個体が

漁獲され（南日本新聞，2005），2009年 6月 6日

に南さつま市笠沙町の沖合 2 kmに設置された定

置網によって全長 1.4 mの個体が漁獲された

（Roberts, 2012）．読売新聞（2016）は 2016年 4
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月に南さつま市笠沙町沖に設置された定置網に体

長約 60 cmの幼魚が得られたことを報告した．な

お，このうち笠沙町で漁獲された個体は鹿児島水

圏生物博物館に収蔵されている．また，公益財団

法人鹿児島市水族館公社（2018）は 2015年の 5

月に全長 125 cm，6月に全長 150 cmの 2個体が

薩摩半島西岸に位置する笠沙町沖に設置された定

置網によって得られたことを報告した．

しかし，リュウグウノツカイの薩南諸島にお

ける記録は少なく，奄美大島からのものに限られ

る．宇都宮（2006）は 2000年の夏に笠利湾西部

の龍郷沖の水深 6 mにおいて撮影された本種の水

中写真を報告した．また，南海日日新聞（2017）

は 2017年 9月 30日に瀬戸内町古仁屋近くの海底

に沈んでいたリュウグウノツカイの死骸が発見さ

れたことを報告した．しかし，これらによって報

告された個体は標本としては残されておらず，奄

美大島から本種の標本に基づく記録はない（Nakae 

et al., 2018）．したがって，本研究の記載標本は薩

南諸島におけるリュウグウノツカイの標本に基づ

く初めての記録となる．
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